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 １人当たりの超勤時間数が増加傾向にあることから、２２年度は「過去３か年平均の１割

縮減」を目標に、新たに 

 ・全庁一斉退庁日（ライトダウンデー）の設定 

 ・月６０時間を超える長時間超過勤務者の業務改善、業務平準化の指導 

 ・休日勤務職員の状況を職場管理者へ周知 

・２１時と２４時に、退庁を促す音楽の庁内放送 

を実施するなど、超勤縮減に取り組みましたが、実績はどうだったでしょう？ 
 

○○○○1111人人人人あたりのあたりのあたりのあたりの超過勤務時間数超過勤務時間数超過勤務時間数超過勤務時間数はははは？？？？    
 
目標の「過去３か年平均の１割縮減」には

至りませんでしたが、２１年度に比べ１７時

間、約１割の縮減と増加傾向に歯止めがかか

りました。 

 

 

 

 

 

 

○○○○長時間長時間長時間長時間のののの超過勤務者数超過勤務者数超過勤務者数超過勤務者数のののの状況状況状況状況はははは？？？？    
 
年５００時間を超える長時間超勤取得者は、

２１年度に比べ８４名、約３割減りました。 
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＜年 ５００時間以上職員数＞ 

21 年度：245 名  22 年度：161 名 

＜年１０００時間以上職員数＞ 

21 年度： 15 名  22 年度：  6 名 

 

Presented by 人事企画課 

      財務企画課 
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＜過去３か年平均との比較＞ 

△ ５時間  （△３．０％） 

＜前年度との比較＞ 

△１７時間  （△９．４％） 

（単位：時間） 

（単位：人） 
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○○○○一部職員一部職員一部職員一部職員へのへのへのへの偏偏偏偏りのりのりのりの状況状況状況状況はははは？？？？    
 
超勤時間数の上位１０％の職員で超勤総時間数の３割以上を、上位３０％の職員で全体の

７割以上を占める状況です。 

 

 

 

 
 

○○○○所属所属所属所属ごとのごとのごとのごとの超過勤務超過勤務超過勤務超過勤務のののの状況状況状況状況はははは？？？？    
 
 ２１年度に比べ、約７割の所属で1人当たりの超勤が縮減されました。 

 また、超勤が多い所属について見ると、前年度に比べ２割以上減少した所属は１５所属と 

大幅に増えていますが、中には２倍近く超勤が増加した所属も見られます。 

 

 

 

 

 

 
 

○○○○定時退庁定時退庁定時退庁定時退庁のののの状況状況状況状況はははは？？？？    
 
  全庁一斉退庁日（ライトダウンデー）

での定時退庁者の割合は９７．４％と、

緊急時での対応等を除き、ほぼ全ての

職員が１９時までに退庁しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２３年度も                 を目標に超勤の縮減を進めます。 

各所属において縮減目標を明確にし、一丸となって達成するよう努めて下さい。 

～～～～２２２２２２２２年度年度年度年度のののの超過勤務実績超過勤務実績超過勤務実績超過勤務実績をををを踏踏踏踏まえてまえてまえてまえて～～～～    

超勤の増加傾向には歯止めがかかりましたが、未だ月平均１０時間を超えており、

特定の人に業務が集中している状況も続いています。また、所属によって超勤の縮減

に対する意識の強弱がみられます。 

 職場管理者はもちろんのこと、職員一人ひとりが、コスト意識・タイムマネジメン
ト意識をもって、さらに超勤の縮減に取り組むことが必要です。 

＜超勤上位１０％職員の超勤時間＞ 

年平均：５８３時間 

＜２１年度と２２年度との比較＞ 

減少した所属：８９所属 

  増加した所属：４５所属 

 

超過勤務が多い所属（上位50）の増減の状況

対前年比
H21

（H20→H21）
H22

（H21→H22）
増　加 39 22

（うち２割以上） （26） （18）
減　少 11 28

（うち２割以上） （ 2） （15）

ノー残業デーの定時退庁者の割合

ライトダウンデー
ライトダウン
デーを除く

第１四半期 98.1% 91.1%
第２四半期 98.0% 94.4%
第３四半期 97.9% 88.4%

第４四半期 95.5% 88.5%

97.4% 90.6%

行動をカエルくん 

一時の成果ではなく

継続が大事だよ！ 

超勤上位取得者の全体に占める割合
（単位：％）

区分 上位10% 上位20% 上位30%
H21 36.8 58.3 72.2
H22 35.5 56.9 71.671.671.671.6

23年度の目標時間（全庁）：年間153時間（月平均12.75時間） 
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超勤の縮減はなぜ必要なのでしょうか。昨年８月１日発行のVol.２でも取り上げましたが、

今一度確認しましょう。 

 

超勤の縮減の目的は、大きく 
 
・「「「「職員職員職員職員のののの健康健康健康健康へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮」」」」    

・「「「「ワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスのののの実現実現実現実現」」」」    

・「「「「仕事仕事仕事仕事のののの質質質質のののの向上向上向上向上」」」」        
    

の３つです。 

 

 

夜遅くまで長時間に及ぶ超勤により、 

疲れが溜まっていたり、家族との時間や 

個人の余暇時間、地域活動の時間が取れていなかったりということはありませんか？ 

 

仕事にメリハリをつけて超勤の縮減を進めることで、

しっかり休む時間を持ち、心身のリフレッシュを図るこ

とができます。 

また、仕事をした後、家庭生活をはじめ、地域活動や

自己啓発など様々な時間を過ごすことができるように

なります。 

さらには、職員一人ひとりが健康とワークライフバラ

ンスの実現を図り、意欲を持って創造的に仕事に取り組

むことで、仕事の質をさらに高めることができます。 

 また、安易に休日出勤して仕事をするより、いろいろ

な所へ出掛けて、様々な体験や情報を得たりする方が、

自分の知識や能力を高める上でもはるかに有益です。 

 

 

 

 

 

 止むを得ず超勤をしなければならない日もあるでしょう。そのときは、 

 

 

 

 
 

超勤は、所属長が業務内容や緊急性を確認した上で命ずるものです。 

１７時までに事前申請し、上司の承認を得てから超勤を行うよう徹底しましょう。 

また、超勤を行った後は、速やかに、実績を適正に報告しましょう。 

 

超過勤務の縮減 

ＵＰＵＰＵＰＵＰ    

ＤＯＷＮＤＯＷＮＤＯＷＮＤＯＷＮ    

事前命令事前命令事前命令事前命令とととと適正適正適正適正なななな実績報告実績報告実績報告実績報告をををを徹底徹底徹底徹底しましょうしましょうしましょうしましょう！！！！ 
 

定時にカエルくん 

定時に帰って 

リフレッシュ 

しよう！ 

休日出勤は

やめて、視野

を広めよう！ 

習慣をカエルくん 
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超勤のさらなる縮減に向けては、コストや時間に対する職場管理者や職員の「意識の改

革」はもちろん、仕事の進め方を見直すなど業務自体のスリム化・効率化を進める「仕事

の進め方改革」を一層進めることが不可欠です。 

「仕事の進め方改革」に関しては、昨年８月１日発行のVol.２で「ＢＰＲ運動で寄せら

れた超過勤務縮減の取組み事例」として、１２月１日発行のVol.４では「やってはいけな

い仕事の進め方・やり方」として、超勤縮減につながる事例を紹介しています。 

今回は、このたび作成された 「「「「仕事仕事仕事仕事のののの進進進進めめめめ方方方方ＳｔｅｐＳｔｅｐＳｔｅｐＳｔｅｐ    Ｕｐ！」Ｕｐ！」Ｕｐ！」Ｕｐ！」 から、超勤縮減に  

役立つ事例をいくつか紹介しますので参考にしてください。 

 

○○○○すぐやるすぐやるすぐやるすぐやるヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング    
  

すぐに処理しなければいけない課題が発生しても、所属長等へのヒアリング資料を作

成する時間がかかるため、課題解決に時間を要していることがあります。 

そこで、ホワイトボードを使ったノーペーパー会議や既存資料の見え消し、立ち会議

によるヒアリングを実施するなどの工夫により、スピーディかつ政策立案重視の仕事の

進め方にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○超過勤務超過勤務超過勤務超過勤務のののの見見見見えるえるえるえる化化化化    

    

    

   グループ全員で問題意識を共有し、超勤縮減に取り組むため、各担当者の超勤の原因

や縮減への解決策について、グループ内で月１回１０分程度、話し合いましょう。 

 

 

（立ち会議の様子） 

仕事をカエルくん 

工夫が 

大事☆ 

【【【【グループグループグループグループ単位単位単位単位によるによるによるによる『『『『カエルカエルカエルカエル会議会議会議会議』』』』のののの開催開催開催開催】】】】
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毎月の超勤縮減目標の達成状況を『見える化』し、目標と実績の情報を共有しましょ

う。また、各グループリーダー以上の打ち合わせ会等で、超勤縮減のための話し合いを

行うなど所属全体での取組みを行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○業業業業    務務務務    のののの    改改改改    善善善善    

 

 

   今まで当たり前と思っていた仕事のやり方でも、他では当たり前ではない場合も考え

られます。仕事のやり方を客観的に比較し、見直しをすることで、新たな方法や課題を

見つけることが可能です。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

業務改善業務改善業務改善業務改善ののののポポポポイントイントイントイント！！！！    
    
①①①①    改善方法改善方法改善方法改善方法はははは、「、「、「、「やめるやめるやめるやめる」」」」・・・・「「「「へらすへらすへらすへらす」」」」・・・・「「「「カエルカエルカエルカエル」」」」・・・・「「「「マネマネマネマネるるるる」」」」    

②②②②    「「「「○○○○○○○○さんしかできないさんしかできないさんしかできないさんしかできない」」」」というというというという状況状況状況状況ならばならばならばならば、、、、改善改善改善改善ののののチャンスチャンスチャンスチャンス！！！！    

③③③③    やってやってやってやってダメダメダメダメならならならなら、、、、またまたまたまた改善改善改善改善！！！！    

④④④④    とりあえずとりあえずとりあえずとりあえず「「「「小変小変小変小変」」」」からからからから！！！！    

⑤⑤⑤⑤    集中力集中力集中力集中力をををを維持維持維持維持したしたしたした会議運営会議運営会議運営会議運営をををを！！！！    

⑥⑥⑥⑥    「「「「いちいちいちいちいちいちいちいち」「」「」「」「そのそのそのその都度都度都度都度」」」」にににに出会出会出会出会ったらったらったらったら改善改善改善改善ののののチャンスチャンスチャンスチャンス！！！！    

⑦⑦⑦⑦    「「「「不不不不」」」」のののの付付付付くくくく仕事仕事仕事仕事をををを退治退治退治退治するするするする！！！！（（（（不便不便不便不便、、、、不具合不具合不具合不具合、、、、不満不満不満不満、、、、不都合不都合不都合不都合、、、、不快不快不快不快…………））））    

⑧⑧⑧⑧    苦労苦労苦労苦労しないでしないでしないでしないで、、、、工夫工夫工夫工夫でででで乗乗乗乗りりりり切切切切ろうろうろうろう！！！！    

⑨⑨⑨⑨    手抜手抜手抜手抜きはいけないがきはいけないがきはいけないがきはいけないが、、、、手間手間手間手間をかけてはいけないをかけてはいけないをかけてはいけないをかけてはいけない！！！！    

⑩⑩⑩⑩    「「「「あらかじめあらかじめあらかじめあらかじめ」」」」でででで先手必勝先手必勝先手必勝先手必勝！！！！    

⑪⑪⑪⑪    みんなでみんなでみんなでみんなで知恵知恵知恵知恵をををを出出出出しししし合合合合おおおおうううう！！！！    

「仕事の進め方Step Up！（平成２３年５月）」より 

（見える化シート） 

客観的に見

てみよう！ 

意識をカエルくん 

【【【【超勤情報超勤情報超勤情報超勤情報のののの共有化共有化共有化共有化】】】】 

【【【【業務改善業務改善業務改善業務改善ののののポイントポイントポイントポイント】】】】 
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職場職場職場職場にこんなにこんなにこんなにこんな症状症状症状症状でででで気気気気になるになるになるになる方方方方はいませんかはいませんかはいませんかはいませんか？？？？    

• 以前以前以前以前にににに比比比比べてべてべてべて表情表情表情表情がががが暗暗暗暗くくくく、、、、元気元気元気元気がないがないがないがない    

• 仕事仕事仕事仕事のののの能率能率能率能率がががが低下低下低下低下しししし、、、、ミスミスミスミスがががが増増増増えるえるえるえる                                                                                

• 周囲周囲周囲周囲とのとのとのとの交流交流交流交流をををを避避避避けるようになるけるようになるけるようになるけるようになる    

• 遅刻遅刻遅刻遅刻、、、、早退早退早退早退、、、、欠勤欠勤欠勤欠勤がががが増増増増えるえるえるえる    

• 飲酒量飲酒量飲酒量飲酒量がががが増増増増えるえるえるえる    

• 身身身身だしなみなどだしなみなどだしなみなどだしなみなど、、、、外見外見外見外見をををを気気気気にしなくなるにしなくなるにしなくなるにしなくなる

などなどなどなど            

 

    

    

近年近年近年近年、、、、心心心心のののの健康問題健康問題健康問題健康問題をををを理由理由理由理由としたとしたとしたとした病休病休病休病休・・・・休職者休職者休職者休職者がががが十分十分十分十分なななな療養療養療養療養をせずをせずをせずをせず職場復帰職場復帰職場復帰職場復帰をしたためをしたためをしたためをしたため、、、、

再発再発再発再発するするするする場合場合場合場合もあることからもあることからもあることからもあることから、、、、円滑円滑円滑円滑なななな職場復帰職場復帰職場復帰職場復帰のののの支援支援支援支援がががが課題課題課題課題となっていますとなっていますとなっていますとなっています。。。。                                                                                                                                                                    

そこでそこでそこでそこで、、、、病気病気病気病気のののの発症発症発症発症からからからから復帰復帰復帰復帰までまでまでまで、、、、職員職員職員職員のののの心心心心ののののケアケアケアケア、、、、職場復帰職場復帰職場復帰職場復帰にににに向向向向けたけたけたけた取取取取りりりり組組組組みみみみ等等等等をををを一貫一貫一貫一貫

してしてしてしてサポートサポートサポートサポートしししし職場復帰職場復帰職場復帰職場復帰がががが円滑円滑円滑円滑にににに行行行行えるようにえるようにえるようにえるように、「、「、「、「職場復帰支援職場復帰支援職場復帰支援職場復帰支援プログラムプログラムプログラムプログラム」」」」をををを策定策定策定策定しししし、、、、「「「「試試試試

しししし勤務勤務勤務勤務」」」」制度制度制度制度やややや「「「「メンタルケアメンタルケアメンタルケアメンタルケア専門員専門員専門員専門員」」」」によるによるによるによる職場訪問職場訪問職場訪問職場訪問････個別相談個別相談個別相談個別相談ををををスタートスタートスタートスタートさせましたさせましたさせましたさせました。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

        

    

                                            

    

    

    

    

    

    

    

                                                                                                                    

メンタルケア専門員（保健師・精神保健福祉士）は、 

主治医と連携し、職員および所属からの相談や 

職場への復帰から復帰後までの一貫したサポートを行います。 

  

連絡連絡連絡連絡先先先先    ：：：：    総務部人事企画課総務部人事企画課総務部人事企画課総務部人事企画課    福利福利福利福利・・・・健康健康健康健康づくりづくりづくりづくり GGGG    

                    メンタルケアメンタルケアメンタルケアメンタルケア専門員専門員専門員専門員            三田三田三田三田・・・・下村下村下村下村                電話電話電話電話    0776077607760776----20202020----0243024302430243    （（（（内内内内 2222064064064064・・・・2049204920492049））））    

☆☆☆☆    ☆☆☆☆    ☆☆☆☆    ☆☆☆☆    ☆☆☆☆            ごごごご相談相談相談相談はははは、、、、健康相談室健康相談室健康相談室健康相談室（（（（会議室会議室会議室会議室 303303303303））））でおでおでおでお受受受受けしますけしますけしますけします。。。。        ☆☆☆☆    ☆☆☆☆    ☆☆☆☆    ☆☆☆☆    ☆☆☆☆        

「試し勤務」は、精神疾患による長期病休・休職者で希望する 

職員を対象として、職場復帰する前に、短時間軽業務から始め、

概ね1か月の間に職場と仕事に慣れるための制度です。 

 

    

こんなこんなこんなこんな症状症状症状症状はありませんかはありませんかはありませんかはありませんか？？？？    

• 気分気分気分気分がががが沈沈沈沈みみみみ、、、、憂憂憂憂うつなうつなうつなうつな気分気分気分気分になるになるになるになる                                                                                

• ひどくひどくひどくひどく疲疲疲疲れるれるれるれる    

• 集中力集中力集中力集中力がないがないがないがない    

• 漠然漠然漠然漠然としたとしたとしたとした不安不安不安不安がいつもがいつもがいつもがいつも続続続続いているいているいているいている    

• よくよくよくよく眠眠眠眠れないれないれないれない    

• 食欲食欲食欲食欲がないがないがないがない                                                        

などなどなどなど    

ひとりで悩まずに、私たちメンタルケア専門員にご相談ください。  
 
下記のようなことが気になったら、ご相談ください。 

一人で抱え込まず、私たちと一緒に考えていきましょう。 

誰かにわかっ
てもらうこと
が大事！！ 

（職員の健康チェックマニュアルより抜粋） 

職員職員職員職員のみなさまのみなさまのみなさまのみなさま    

休職休職休職休職からからからから復帰復帰復帰復帰するするするする際際際際のののの「「「「試試試試しししし勤務勤務勤務勤務」」」」制度制度制度制度ができましたができましたができましたができました    

メンタルケアメンタルケアメンタルケアメンタルケア専門員専門員専門員専門員をををを配置配置配置配置しましたしましたしましたしました    

職場管理者職場管理者職場管理者職場管理者のみなさまのみなさまのみなさまのみなさま    



 行革のすすめ  

－ 7 － 

 

 

 自治研修所では、新規採用職員に社会人・公務員としての基礎的な知

識や能力を身につけてもらうため、4月4日から4月8日までの5日間、

新規採用職員研修（前期）を実施しました。 

今回は、今年初めて実施した「交通安全啓発研修」についてその概要をご紹介します。 

 

１ 趣 旨 

   県民の皆さんに交通ルールの遵守や交通マナーの向上を呼びかけることを通じて、

県民にとって分かりやすい説明や効果的なPRの仕方などを身につけるほか、職員自

身が交通ルールや交通マナーを守ることの大切さを再認識する。 

 ２ 日 時 

   平成23年4月8日（金）13：15 ～ 16：45 

 ３ 研修内容 

   ①交通マナーや事故防止に係る講義（福井県警察本部交通部 松川幸一参事官） 

・飲酒運転の県内の状況 

・交通事故を起こしたらどうなるのか（刑事処分、行政処分、社会的制裁など） 

・交通事故防止策（良く見ること、自分の存在を見

てもらうこと、待つこと） 

②街頭啓発に係る注意事項説明 

・元気良く明るく大きな声で配る 

・県民の皆さんの立場で考えて、配布や説明を行う 

・公務中であることを自覚する 等 

③街頭啓発活動 

・ショッピングセンターなど県民が主にマイカーで訪れる場所で、ポケットティ

ッシュ・チラシ配布・説明・のぼり旗による啓発活動を実施 

・「安全運転をお願いします」「飲酒運転をなくしましょう」などの声かけを実施 

      

 

４ 受講者の声 

   ・飲酒運転は公務員全体の信頼を失墜させ自分の人生を狂わせるものだと改めて学

んだ。 

   ・交通安全の大切さを改めて理解した。自分が遵守することはもちろん、周囲にも

注意できる人でありたい。  

・態度や言葉ひとつで、配布物を受け取ってもらえるかどうかがはっきりと違うと

実感した。 

自分をカエルくん 

県民視点を 

身につけよう！ 

 

エルパ ワイプラザ ベル 


